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エコツーリズムの光と陰２

－世界自然遺産の島・屋久島の現状一

環境カウンセラー柳田一郎

なが')、’111題点を克服しようという取り組みにつ

ながった。

(2)１丘成15年皮の取り組み

１１上界自然遺産登録10周年を迎えるこの年、「屋

久歴エコツーリズム丈援合繊」は、島内の側係者

のみで検討を進め、睡久島に集中した地域的な論

議を腱閲し、成果である「展久島エコツーリズム

の推進のための指針及び提案等」を発表した。

(1)行政

ア同（環境省・林野庁など）

「マナービデオ｣、「エコツーリズム推進'１＄

業」の展開、グリーンワーカー事業、施設整

備、屈久杉樹勢回復・柿生回復・湿地保全等

繰林保護対策の実施

イハL、町の各種支援鞭の展ｌｌＨ

腿久烏環境文化村榊想の推進、環境・観光

施策、山岳部利用対莱等の推進

ウ「屋久局11t界自然遺産磯録10周年記念シン

ポジウム」の取り組み

「屋久島の収I)組むべき課題等について几

体的な力向性を見出すことを目的として（1M：

知邪挨拶から)」｜M催され、地元の若者によ

る韮調報告、エコツアーヘの素材提案と体験、

利用背負担の繊諭まで、１０年の変化を見据え

た様々な議論が行われ、報flr杏にとりまとめ

られた。

ａ日時瓦lz成15ｲﾄﾞ10月28日(火)～29u（水）

ｂ＝iﾐllli歴久脇'1t界自然遺産登録10周年iid

念１$業実行委し｣会（鹿児島県、上歴

久町、屋久町、屋久鳥環境文化財Ⅲ）

ｃ内容

・韮調報告（子供達や青年ＩＪＩからの報告)、

基調識演（肱松ﾄﾞⅡ平氏）と交流会

・研修エコツアー（３コース）…多様な環

境学習素材を巡り、意兄交換

・パネルディスカッション「自然近産活１１１

のモデル～環境キップ制度へ～」

・総合セッション「烏の将来像を描き、１１ｔ

界１２１然過雁としての方向を提案」

１はじめに

私は、平成８年度から、屋久烏の自然環境を保

全しつつその優れた自然を沼かした新しい地域づ

くりを行うための県の施策「屋久島環境文化材構

想」に'１４わI)、１２年度から14年度まで３年'１１１（財）

屋久島環境文化財団に勤務し、屋久烏に住んだ。

第14回学会大会では「エコツーリズムの光と影一

屋久島の現状一」と題し、屋久島の同然とエコツ

ーリズムについて、住民の日から兇た実像をご報

(1了した。今年度は、展久島のエコツーリズムのlIIl

題点を克服するための取り組みと環境教育の位ｆｌ

付けについて、ご嫌告したい。

２実践内容

１２成15年４月から16ｲ１２３月にかけて､ｴｺﾂｱ

ｰ体験、世界自然遺産登録記念事業など島内外の

イベント参加、１１０係者の意見聴取、全l豆lの動向把

握を行った。

調査内容（１）問題点の児服、（２）住民の意識、

(3)１１t界自然遺産登録10周年記念事業、（４）屋久

１吋エコツーリズムにおける環境教育の内容

３問題点の把握

(1)思いこみ…来島者の知識不足や誤解による極

端な理想郷化

(2)反発…観光への住民の予想以上の反発

(3)質…道案内ガイド主流、エコツアーガイドの

不足・蘭の低さ

(4)料金…お金をとること向体や高い料金への批

判

４改善への取り組み

(1)総括

屋久燭エコツーリズムに対する評Mi・武賛とと

もに、一力で高まった批判は関係巷の危機感へつ
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②観光業界…観光協会ガイド部会の自主研修や情

報発信などの取り組み

若手ガイド達の改革への取り組みと

地域貢献への葱欲

優良ガイド会社・団体の若実な展開

③屋久島環境文化財団

ア「自然体験セミナー｣、「ガイドセミナー」

継続実施

イ「平成15年度エコツーリズム支援繋業」実

施

冊子「屋久島エコツーリズムの推進のための

指針及び提案等」発行

ウ新規事業「屋久島研究離雁」開i1H…自然、

歴史、民俗について７回の講座

(3)「屋久鳥エコツーリズムの推進のための指針及

び提案等」の詳細

①発行１丘成15年10月発行（Ａ４判21ページ）

②概要

ア会縦の構成員を島内に限定し、平成14年度

から15年度に11回開催

イ自然環境の保全と経済的発展が両立するエ

コツーリズムの発展が屋久島の産業振興にふ

さわしいとし、住民や関係機関が一体となっ

て屋久烏独自の観光産業形態を作り出すこと

を提案

ウ自然環境の保護・保全のため、人山制限や、

利用者に環境協力金という形で維持管理費用

の負担を求める有料環境キップ発行や山岳部

トイレチップ制などの検討が、早急に必要と

報告

５環境教育の位置付け

’11:年発表したエコツーリズムの３要素①l]然保

護②環境教育③地域貢献のうち、全国のエコツー

リズムに不安を感ずるのが、「環境教育の不足」で

ある。屋久島は、いわゆる「自然保護の聖地」と

して理想化され、「このまま変わらないで欲しい｡」

とも言われる。しかし、この烏には、自然保護と

いう一言では言い尽くせない自然と人との戦いの

歴史があり、「自然との共生の知忠」がある。

屋久島エコツーリズムにおける環境教育とは、

このことを伝えることである。美しい自然を体験

するだけでなく、自然との共存の困難さも伝えな

ければならない。屋久烏の自然に関する正確な情

報発信とその自然に培われた知恵の伝達こそが、

屋久島エコツーリズムにおける環境教育である。

６提言…より良いエコツーリズムのために

(1)前年の提言

①関係機関の連挑②研修、自主学習の推進

③３要素へのこだわりと経済性

④他地域との連携③消費者教育

(2)今年の提言

①エコ・グリーン・ブルー・ツーリズムの展開

ア海、ⅡI、川、全てにつながる条件に支えら

れた第１次産業という身近な賓源を活川した

い｡

イエコツーリズムとグリーンツーリズム（農

林業体験交流観光)、プルーツーリズム（漁

業体験交流観光）の一体化を図I)、エコツー

リズムの効果を、第１次瀧業にも波及させて

欲しい。

②環境教育の視点

エコツアーの内容が環境教育につながるかとい

うだけではなく、ガイド自身が、環境保全に関す

る規制に違反しないことを妓低限のモラルとして

要請し「環境教育の担い手」という自負を持ち、

自覚して行動して欲しい。

③利川者負担の導入と入山制限

屋久島の将来を左右するほどの課題であると考

える。無責任な側面も持つ局外の声に左右される

ことなく、住民121身が島の将来にわたる問題とし

て、真剣かつ建設的に議論して欲しい。
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